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「BIM図面審査 準備フロー」の提案

設計者のための



１
BIM図面審査、

何から始めたらいいかわからない
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BIM図面審査 準備フロー案
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BIM図面審査 準備フロー例
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BIM図面審査 導入のポイント

①BIMで設計する 意匠分野だけでOK

②入出力基準を適用する 全部でなくてOK
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『建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン（初版）』6-1より
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『BIM図面審査 申請・審査マニュアル（初版） 』より

入出力基準（意匠分野）
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細目とは

入出力基準の例

基準項目

細目１
（形状に関する基準）

細目２
（計算に関する基準）

細目３
（属性に関する基準）

『BIM図面審査における入出力基準（初版）』より



『BIM図面審査における入出力基準適合誓約書（初版）』第２面をもとに作成

細目

①位置及び形状

②各辺の長さ

③敷地面積の求積に必要な敷地の各部分の寸法及び算式

④種別（敷地の道路に接する部分（道路境界線）、隣地境界線などの別）

①位置及び形状

②地盤面及び平均地盤面からの建築物の各部分の高さ

③符号

意-003 方位 ①方位

①位置及び形状

②通り芯間の寸法

③符号

①位置及び形状

②各階基準線間の寸法

③符号

意-006 外壁 ①位置及び形状

意-007 間仕切壁 ①位置及び形状

意-008 柱 ①位置及び形状

意-009 各階の床、屋根、軒及びひさし等 ①位置及び形状

意-010 各階の天井 ①位置及び形状

①位置及び形状

②開閉方法

意-012 各室の用途 ①各室の用途（室名等）

意-013 建築面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式 ①建築面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式

①床面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式

②各階の床面積の容積率の対象内外の別

①防火区画等の境界への該当及び防火区画等の種別

②面積

①防煙壁による区画の境界への該当

②面積

③排煙設備の種別

意-017 防火設備等 ①種別、閉鎖方式及び遮煙・遮熱性能の該当

意-018 非常用の進入口等 ①種別

①位置及び形状

②床面から上端までの高さ

意-016 防煙壁による区画（令第126条の2の規定）

意-019 令第126条第1項に規定する手すり壁、さく又は金網

意-011 開口部

意-014 床面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式

意-015 防火区画等（令第112条及び令第114条の規定）

意-002 地盤面及び平均地盤面

意-004 通り芯

意-005 各階基準線

意-001 敷地境界線

基準項目

入出力基準の基準項目・細目（全部）
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入出力基準・細目の選択例

①壁・柱・床・開口部などの
形状基準を中心に選択する

②通り芯、スペース（室名）など、
意匠の平面図の記載事項から始める

10



細目

①位置及び形状

②各辺の長さ

③敷地面積の求積に必要な敷地の各部分の寸法及び算式

④種別（敷地の道路に接する部分（道路境界線）、隣地境界線などの別）

①位置及び形状

②地盤面及び平均地盤面からの建築物の各部分の高さ

③符号

意-003 方位 ①方位

①位置及び形状

②通り芯間の寸法

③符号

①位置及び形状

②各階基準線間の寸法

③符号

意-006 外壁 ①位置及び形状

意-007 間仕切壁 ①位置及び形状

意-008 柱 ①位置及び形状

意-009 各階の床、屋根、軒及びひさし等 ①位置及び形状

意-010 各階の天井 ①位置及び形状

①位置及び形状

②開閉方法

意-012 各室の用途 ①各室の用途（室名等）

意-013 建築面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式 ①建築面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式

①床面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式

②各階の床面積の容積率の対象内外の別

①防火区画等の境界への該当及び防火区画等の種別

②面積

①防煙壁による区画の境界への該当

②面積

③排煙設備の種別

意-017 防火設備等 ①種別、閉鎖方式及び遮煙・遮熱性能の該当

意-018 非常用の進入口等 ①種別

①位置及び形状

②床面から上端までの高さ

意-016 防煙壁による区画（令第126条の2の規定）

意-019 令第126条第1項に規定する手すり壁、さく又は金網

意-011 開口部

意-014 床面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式

意-015 防火区画等（令第112条及び令第114条の規定）

意-002 地盤面及び平均地盤面

意-004 通り芯

意-005 各階基準線

意-001 敷地境界線

基準項目

『BIM図面審査における入出力基準適合誓約書（初版）』第２面をもとに作成

入出力基準の選択例
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入出力基準の例

入力の基準 出力の基準

申請図書にそのオブジェクトを
V

『BIM図面審査における入出力基準』より

BIMデータに
V
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入力の基準出力の基準

入力の基準出力の基準

『BIM図面審査における入出力基準』より

申請図書にそのオブジェクトを
V

⋀
申請図書にその属性情報を

BIMデータに
V

BIMデータに
V

入出力基準の例



誓約書（第２面）の記載例

細目

平
面
図

断
面
図

立
面
図

①位置及び形状 ○ ○ －

②通り芯間の寸法 ○ ○ ○

③符号 ○ ○ ○

意-006 外壁 ①位置及び形状 ○ ○ ○

意-007 間仕切壁 ①位置及び形状 ○ ○ －

意-008 柱 ①位置及び形状 ○ ○ ○

意-009
各階の床、屋根、
軒及びひさし等

①位置及び形状 ○ ○ ○

意-010 各階の天井 ①位置及び形状 ○ ○ －

①位置及び形状 ○ ○ ○

②開閉方法 － － －

意-012 各室の用途 ①各室の用途（室名等） ○ ○ －

意-011 開口部

意-004 通り芯

番号

入出力基準に従い作成した明示すべき事項等 図書名

備考

第二面（意匠分野）

形状
計算
属性
形状
形状
形状
形状
形状
形状

属性

※細目単位で選択できるということ
②平面図を作成する形状情報を中心に、
入出力基準を選択する

※入出力基準を全部適用していないということ

①意匠分野だけから始める ※平立断以外の図書は
誓約していないということ
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２
「BIM由来のPDF図書」

BIM由来とは？
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BIM図面審査 準備フロー案
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『建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン（初版）』2-1より
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例 耐火リスト、凡例別紙など

例 平面図、立面図、断面図
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『建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン（初版）』2-2より

BIM由来 とは
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細目

平
面
図

断
面
図

立
面
図

①位置及び形状 ○ ○ －

②通り芯間の寸法 ○ ○ ○

③符号 ○ ○ ○

意-006 外壁 ①位置及び形状 ○ ○ ○

意-007 間仕切壁 ①位置及び形状 ○ ○ －

意-008 柱 ①位置及び形状 ○ ○ ○

意-009
各階の床、屋根、
軒及びひさし等

①位置及び形状 ○ ○ ○

意-010 各階の天井 ①位置及び形状 ○ ○ －

①位置及び形状 ○ ○ ○

②開閉方法 － － －

意-012 各室の用途 ①各室の用途（室名等） ○ ○ －

意-011 開口部

意-004 通り芯

番号

入出力基準に従い作成した明示すべき事項等 図書名

備考

第二面（意匠分野）

例 防火区画凡例線
求積図、算定表

例 歩行距離、特記事項
階段のWTR

BIM由来のPDF図書の記載事項
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「BIM由来のPDF図書」
とは、
CADソフトを使わず、

 BIMソフト上で
 切り出し図面を作成して、
PDF化したもの
ということ。

「BIM由来のPDF図書」とは
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３
２次元加筆

してよい場合とダメな場合
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『BIM図面審査における入出力基準（初版）』2-1-2 より

２次元加筆の禁止
入出力基準に適合する部分（誓約書に〇を付けた記載事項「誓約項目」）
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『建築確認におけるBIM図面審査ガイドライン（初版）』6-2より

２次元加筆の許容
入出力基準に適合しない部分（誓約書に〇をつけていない記載事項）
入出力基準と関係ない部分（入出力基準に無い記載事項）
BIM由来ではないPDF図書
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２次元加筆の許容対象
※BIMソフトウエア上で
２次元加筆する

２次元加筆の禁止対象

２次元加筆の禁止対象
＆

２次元加筆の許容対象 があるということ

２次元加筆

「誓約項目」
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「BIM由来のPDF図書」作図フロー

２次元加筆の禁止対象

誓約項目を満足する
BIMデータを作成

↓
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「BIM由来のPDF図書」作図フロー

誓約項目以外の記載事項を
２次元加筆する

↓
２次元加筆の許容対象

２次元加筆の禁止対象

誓約項目を満足する
BIMデータを作成

↓
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BIM図面審査の準備フロー案
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BIM図面審査 導入のポイント
①BIMで設計する  意匠分野だけでOK
②入出力基準を適用する 全部でなくてOK

入出力基準・細目の選択例
①壁・柱・床・開口部などの
形状基準を中心に選択する

②通り芯、スペース（室名）など、
意匠の平面図の記載事項から始める

誓約書（第２面）の記載例

細目

平
面
図

断
面
図

立
面
図

①位置及び形状 ○ ○ －

②通り芯間の寸法 ○ ○ ○

③符号 ○ ○ ○

意-006 外壁 ①位置及び形状 ○ ○ ○

意-007 間仕切壁 ①位置及び形状 ○ ○ －

意-008 柱 ①位置及び形状 ○ ○ ○

意-009
各階の床、屋根、
軒及びひさし等

①位置及び形状 ○ ○ ○

意-010 各階の天井 ①位置及び形状 ○ ○ －

①位置及び形状 ○ ○ ○

②開閉方法 － － －

意-012 各室の用途 ①各室の用途（室名等） ○ ○ －

意-011 開口部

意-004 通り芯

番号

入出力基準に従い作成した明示すべき事項等 図書名

備考

第二面（意匠分野）

まとめ

２次元加筆の禁止対象

２次元加筆の許容対象

２次元加筆の許容対象

２次元加筆の許容対象

FINISH
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BIM図面審査つまずきポイント

30

「BIM図面審査 準備フロー」の提案

設計者のための

FINISH


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30

